
後
期
主
要
課
題
の
方
針
を
承
認

新
会
長
に
新
居
栄
治
氏（
電
機
連
合
）選
出

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け

新任あいさつを行う新居会長

新居新会長団結ガンバロウ

地方委員会には、33構成組織90人が参加

質疑を行う中川地方委員（自治労・右）、谷本地方委員（UAゼンセン・左）　

7月27日（土）～28日（日）　　
　連合の森（中尾山）
8月5日（土）～6日（日）　　
　平和行動ｉｎ広島
8月9日（金）　「クラシノソコアゲ応援団！
　RENGOキャンペーン」（JR徳島駅前）

◎

◎

◎

　

冒
頭
、
川
口
副
会
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
電
力
総
連
・

祖
父
江
地
方
委
員
を
議
長
に
選

出
し
た
。連
合
徳
島
森
本
会
長

は
、
２
０
１
９
春
闘
、
最
低
賃

金
、
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

な
ど
に
触
れ
た
上
で
、「
４
月
の

地
方
統
一
選
挙
は
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
推
薦
候
補
者

全
員
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
。第
25
回
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
は
、
各
構
成
組

織
は
、
比
例
代
表
選
挙
を
中
心

に
据
え
、
し
っ
か
り
と
議
論
し

組
合
員
に
明
確
に
説
明
で
き
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。連
合
本

部
・
相
原
事
務
局
長
は
、「
国
民

が
将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
と
安

心
の
持
て
る
、
真
に
幸
せ
な
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
の
、新
し
い
ル
ー

ル
を
つ
く
り
、
実
現
す
る
た
め

に
、
参
議
院
選
挙
に
取
り
組
も

う
」
と
来
賓
あ
い
さ
つ
。続
い

て
、
春
木
徳
島
県
商
工
労
働
観

光
部
副
部
長
、
労
働
福
祉
事
業

団
体
を
代
表
し
て
、
河
村
四
国

労
働
金
庫
副
理
事
長
、
国
民
民

主
党
徳
島
県
連
・
中
野
北
島
町

議
、
社
民
党
徳
島
県
連
・
中
野

副
代
表
、
連
合
徳
島
推
薦
議
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
春
田
徳
島
市

議
、増
田
徳
島
市
議
、橋
本
阿
南

市
議
、
中
野
北
島
町
議
か
ら
連

帯
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

た
。報
告
事
項
で
は
、島
事
務
局

長
か
ら
一
般
経
過
報
告
、
小
谷

財
政
部
長
か
ら
２
０
１
９
年
度

上
半
期
一
般
会
計
報
告
、
水
元

会
計
監
査
か
ら
会
計
監
査
報
告

を
行
い
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。議
事
で
は
、島
事
務
局
長

か
ら
第
１
号
議
案
・
２
０
１
９

年
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と

め（
案
）、
第
２
号
議
案
・
２
０

１
９
年
度
後
期
主
要
課
題
の
取

り
組
み
方
針（
案
）に
つ
い
て
提

案
し
、質
疑
討
論
の
後
、全
体
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。質
疑
で

は
、
自
治
労
・
中
川
地
方
委
員

か
ら
、「
地
方
自
治
法
及
び
地
方

公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０

２
０
年
４
月
１
日
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
公
務
職
場
に
も
、
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
の
働
き
方
改
革

が
導
入
さ
れ
る
。自
治
労
県
本

部
も
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
連
合
徳
島
の
引
き
続

き
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。」Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・
谷
本
地
方
委
員

か
ら
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
で
示
さ
れ

て
い
な
い
、労
災
付
加
給
付
、退

職
金
、家
族
手
当
、住
宅
手
当
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。外
国
人
労
働
者
か
ら
の
主

な
相
談
内
容
や
ど
の
よ
う
な
成

果
と
課
題
が
あ
る
の
か
」
と
２

本
の
発
言
が
あ
っ
た
。第
３
号

議
案
・
連
合
徳
島
役
員
補
充
選

　
連
合
徳
島
は
６
月
26
日
、徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
２
０
１
９
年
度
連
合
徳

島
地
方
委
員
会
を
開
き
、執
行
部
・
地
方
委
員
65
人（
内
女
性
15
人
）な
ど
30
構
成

組
織
90
人
が
参
加
。２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、

後
期
主
要
課
題
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

挙
に
つ
い
て（
案
）で
は
、
鎌
谷

役
員
推
薦
委
員
会
委
員
長
、
谷

本
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が

報
告
を
行
い
、
原
田
中
小
労
働

対
策
本
部
長
が
、提
案
。新
居
栄

治
会
長（
電
機
連
合
）、
大
谷
竹

人
会
長
代
行（
自
治
労
）、
良
田

義
和
副
会
長（
電
機
連
合
）が
全

体
の
拍
手
で
選
任
さ
れ
た
。第

４
号
議
案
・
顧
問
の
委
嘱
に
つ

い
て（
案
）で
は
、
新
居
新
会
長

が
提
案
し
、
全
体
の
拍
手
で
森

本
前
会
長
へ
の
委
嘱
が
承
認
さ

れ
た
。第
５
号
議
案
・
表
彰
に

つ
い
て（
案
）も
全
体
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
、
新
居
新
会
長
か
ら

森
本
前
会
長
へ
、
感
謝
状
と
記

念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。小

畑
青
年
委
員
長
が
、
組
織
拡
大

と
強
化
の
取
り
組
み
、
政
策
・

制
度
実
現
の
取
り
組
み
、
政
治

活
動
の
取
り
組
み
等
の
地
方
委

員
会
ア
ピ
ー
ル（
案
）の
提
案
を

行
い
、採
択
さ
れ
、藤
田
副
会
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
居

新
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で

地
方
委
員
会
を
閉
会
し
た
。
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新人　
ＵＡゼンセン
国民民主党公認　

第25回参議院選挙
連合推薦比例区候補者一覧
第25回参議院選挙
連合推薦比例区候補者一覧
第25回参議院選挙
連合推薦比例区候補者一覧岸まきこ岸まきこ

新人　
自治労 
立憲民主党公認　

小沢まさひと小沢まさひと

新人　
JP 労組
立憲民主党公認　

もりやたかしもりやたかし

新人　
私鉄総連
立憲民主党公認　

田中ひさや田中ひさや

新人　
JAM
国民民主党公認　

吉川さおり吉川さおり

2 期　
情報労連
立憲民主党公認　

石上としお石上としお

1期
電機連合
国民民主党公認　

浜野よしふみ浜野よしふみ

1期　
電力総連
国民民主党公認　

いそざき哲史いそざき哲史

1期　
自動車総連
国民民主党公認　

みずおか俊一みずおか俊一

元2期
日教組
立憲民主党公認　



要請書を提出する藤田委員長（右）

「政治に関心を持ち、声をあげて行動
することの大切さを訴える取り組み」
アンケート調査

車椅子体験

加盟会員から28人が参加 白杖体験

ワークルールコント

道行く人にアピールを行う弁士ら

「
女
性
の
た
め
の
連
合
全
国
一
斉

集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」周
知

仕
事
と
育
児・介
護
両
立
で
き
る

就
業
環
境
整
備
を
要
請

第
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座

│
女
性
委
員
会
労
働
局
要
請
│

障
が
い
者
の
介
助
方
法
を
学
習

ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

　

６
月
13
日
、徳
島
地
方
合
同
庁

舎
５
階
会
議
室
に
お
い
て
、す
べ

て
の
労
働
者
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
の

機
会
が
保
障
さ
れ
、役
割
と
責
任

を
分
か
ち
合
う
社
会
、ま
た
、性

別
や
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
労
働
者
が
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
取
れ
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、徳
島
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
長
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
、女
性
委
員
会
か

ら
４
名
が
参
加
し
た
。冒
頭
、藤

田
委
員
長
が
津
森
室
長
に
要
請

書
を
手
渡
し
、回
答
を
得
た
。そ

の
後
、仕
事
と
育
児
・
介
護
が
両

立
で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
に

向
け
て
、育
児
休
業
取
得
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
や
周
知
徹
底
の
た
め
の

企
業
訪
問
の
実
施
状
況
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
の
、サ
ー
ビ
ス
利
用
者

か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
、女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
実

現
に
向
け
て
の
、職
場
だ
け
で
な

く
地
域
で
の
意
識
改
革
、職
場
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
一
元
的
な
相
談
対
応
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、男
女

　

２
０
１
９
年
６
月
19
日
、
労

働
福
祉
会
館
５
０
２
号
室
に
お

い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安

全
セ
ン
タ
ー
第
18
回
総
会
が
開

催
さ
れ
、
会
員
団
体
か
ら
29
名

（
う
ち
委
任
状
11
名
）
が
参
加
し

た
。

　

総
会
は
吉
野
副
理
事
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
亀
田
理
事

を
議
長
に
選
出
し
た
。
冒
頭
、

新
居
理
事
長
か
ら
「
当
セ
ン
タ
ー

は
、
県
内
の
労
働
者
が
安
全
で

健
康
に
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
活
動
の
大
き

な
柱
で
あ
る
第
一
種
衛
生
管
理

者
養
成
講
座
の
開
催
、
優
良
事

業
所
見
学
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

安
全
衛
生
に
関
す
る
相
談
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
第
13
次
労
働

共
同
参
画
社
会
実
現
や
あ
ら
ゆ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
た

め
に
は
、常
に
意
識
す
る
こ
と
、

学
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、意
見
交
換
会

を
終
了
し
た
。

災
害
防
止
推
進
計
画
に
つ
い
て

は
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
後
押

し
す
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改

革
法
へ
の
取
り
組
み
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
や
パ
ワ
ハ
ラ
等
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
行
く
。
会
員

の
み
な
さ
ん
の
、
ご
協
力
で
発

展
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
徳
島
労
働
局
労
働
基

準
部
健
康
安
全
課
三
木
課
長
、

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部
労
働

雇
用
戦
略
課
阿
部
課
長
、
徳
島

産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

吉
原
副
所
長
、（
公
社
）
徳
島
県

労
働
者
福
祉
協
議
会
川
越
会
長
、

連
合
徳
島
森
本
会
長
よ
り
来
賓

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
片
岡
専

務
理
事
が
「
２
０
１
８
年
度
活

動
経
過
報
告
、
収
支
決
算
書
、

　

連
合
徳
島
は
、２
０
１
９
年
６

月
４
日
、Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で「
ク

ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」駅
前

街
宣
行
動
を
実
施
し
、各
構
成
組

織
等
か
ら
31
名
が
参
加
し
て
街

頭
宣
伝
・
ビ
ラ
配
布
活
動
を
実

施
し
た
。　

冒
頭
、連
合
徳
島
森

本
会
長
か
ら「
賃
金
引

き
上
げ
と
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
必
要
性
」「
働

く
女
性
の
た
め
の
職
場

環
境
改
善
の
必
要
性
」

に
つ
い
て
訴
え
た
。

　

続
い
て
、連
合
徳
島

女
性
委
員
会
藤
田
委
員

長
か
ら
は
、「
近
年
、働

く
女
性
を
取
り
巻
く
環

境
は
変
化
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
４
月
に
女
性
活
躍

推
進
法
、２
０
１
７
年
１
月
に
は

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
施

行
さ
れ
る
な
ど
、働
く
女
性
に
関

わ
る
法
制
度
の
整
備
が
進
ん
で

お
り
、女
性
活
躍
推
進
お
よ
び
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
関
す
る
法

律
も
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、職
場
内
に
お
け
る

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ

ハ
ラ
な
ど
に
関
す
る
女
性
か
ら

の
相
談
は
増
加
傾
向
に
あ
る
」と

し
て
、労
働
相
談
で
の
事
例
を
踏

ま
え
、６
月
３
日
〜
４
日
に
開
催

さ
れ
て
い
る「
女
性
の
た
め
の
連

合
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談

 　
２
０
１
９
年
６
月
29
日
、
徳

島
ス
ロ
ー
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・

あ
ゆ
み
園
に
て
、
第
19
期 

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｖ

Ｓ
Ｔ
）
養
成
講
座
の
第
２
回
講

座
を
開
催
し
、
構
成
組
織
等
か

ら
13
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
ゆ
み
園
・
島
谷
園

長
よ
り
、「
災
害
時
を

想
定
し
、
障
が
い
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
感
謝
す
る
。

今
後
も
、
あ
ゆ
み
園
を

利
用
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
あ
ゆ
み
園
の
支

援
事
業
を
広
く
社
会
に

周
知
し
て
ほ
し
い
。」

と
挨
拶
。

　

あ
ゆ
み
園
・
山
口
所
長
よ
り
、

支
援
事
業
の
紹
介
と
施
設
内
を

見
学
し
な
が
ら
説
明
を
受
け
、

あ
ゆ
み
園
・
吉
岡
さ
ん
か
ら
は

車
椅
子
で
の
生
活
で
困
る
事
柄

と
危
険
性
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
な
の
は
な
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
経
験
の
あ
る
受
講

生
の
下
田
さ
ん
か
ら
は
、
車
椅

子
の
取
り
扱
い
方
法
と
白
杖
体

験
で
の
注
意
事
項
の
説
明
を
受

け
た
。
あ
ゆ
み
園
周
辺
道
路
で

車
椅
子
体
験
・
白
杖
体
験
並
び

に
視
覚
障
が
い
者
へ
の
介
助
（
サ

ポ
ー
ト
）
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

各
班
の
報
告
で
は
、「
視
覚
障
が

い
の
方
を
介
助
す
る
際
に
は
、

声
掛
け
と
信
頼
関
係
が
必
要
で

あ
る
大
切
さ
を
知
っ
た
」「
少
し

で
は
あ
る
が
障
が
い
者
の
方
の

大
変
さ
が
経
験
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
等

の
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
周
知
し
た
。

　

ま
た
、民
間
大
手
部
会
新
居
部

会
長
、国
民
民
主
党
徳
島
県
連
合

黒
﨑
幹
事
長
か
ら
、「
最
低
賃
金

の
大
幅
な
引
き
上
げ
に
よ
る
経

済
の
好
循
環
の
確
立
」「
国
民
民

主
党
の
政
策
」な
ど
に
つ
い
て
述

べ
た
。

　

な
お
、労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
は
、３
日
、４
日
の
両
日
で
、

賃
金
未
払
い
・
退
職
手
続
き
・

そ
の
他
で
計
４
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
た
。

会
計
監
査
報
告
（
岩
生
監
事
）、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

予
算
（
案
）、役
員
に
関
す
る
件
」

を
提
案
し
、
全
員
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
に
つ

い
て
は
、
理
事
の
互
選
で
引
き

続
き
、
新
居
理
事
長
を
選
任
し
、

鎌
谷
副
理
事
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
で
第
18
回
総
会
を
終
え
た
。
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